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一般会計は
47億8100万円でスタート

早島家の家計簿に例える（1億円＝10万円に換算）

議会が注目する主な事業

財政硬直化依然続く!!

収入（歳入）478万円

支出（歳出）478万円

一般会計
4 特別会計

2 企業会計

給料
（税収）
195万円

社会保障費
（民生費）
167万円

その他
（消防災害）
154万円

子供の学費
（教育費）
58万円

ローン返済
借金返済
（地方債）
37万円

家の
リフォーム他
（土木費）
62万円

親からの仕送り他
（税外収入）
250万円

借金
（起債）
33万円

まちづくり

ま
ち
づ
く
り
構
想（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）

２
０
６
０
年
の
ま
ち
の
姿
を
描
き
次
期

総
合
計
画
の
基
礎
と
す
る
た
め
の
情
報

収
集
・
資
料
作
成
の
支
援
業
務

�

３
２
４
万
円

都
市
基
盤
の
整
備

将
来
の
超
高
齢
社
会
に
備
え
て
の
都
市

構
造
の
再
編
実
現
の
方
策
策
定

�

２
９
７
万
円

教育の充実

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進

学
校
現
場
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
整

備
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
、
児
童
・

生
徒
の
学
力
向
上
や
教
員
の
事
務
の
負

担
の
軽
減
等
を
図
る
。

�

１
，
８
７
０
万
円

災害への備え

防
災
体
制
整
備

大
災
害
時
等
に
備
え
、
安
定
し
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
充
実
や
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を

小
・
中
・
中
央
公
民
館
・
ゆ
る
び
の
舎

の
屋
内
放
送
に
接
続
す
る
。

�

２
，
１
１
０
万
円

水路の改修

営
農
環
境
の
維
持

農
業
基
盤
の
整
備
や
浸
水
被
害
対
策
と

し
て
、
平
成
27
年
度
の
雨
水
解
析
を
基

に
、新
た
な
樋
門
を
設
置
し
て
、町
中
心

部
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

�

１
億
３
，
６
０
０
万
円

地
方
創
生
戦
略
四
年
目

未
来
の
早
島
は
ど
ん
な
街
に
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温室ガス削減効果大のLED防犯灯への
切り替えをリース事業で実施
� 289万円

防犯灯等ＬＥＤ化事業

景観計画策定から10年が経過し、まち
づくりの方向性の変化から、再度計画
の見直し良好なまちづくりを行う
� 289万円

景観計画改定事業

公共施設の温室効果ガス削減対策の
カーボン・マネジメント体制の整備と
計画の構築を図るもの
� 999万円

カーボン・マネジメント強化事業

ゆるびの舎20周年を記念して「落語会」
を開催し、お祝いとともに心の健康づ
くりを図る
� 282万円

ゆるびの舎開館20周年記念事業

平成30年度主な事業

第２駐車場を拡張するための土地購入
� 1060万円

町民総合会館駐車場用地取得事業

5工区の解体工事、公園整備工事及び、
道路整備工事
� 8,310万円

町営住宅整備事業

児童、園児が興味をもって学びに取り
組める環境整備を図ることを目的に
「ボルダリング」等を導入する
� 965万円

小学校・幼稚園教具等充実事業

いかしの舎西側公園北側の県道に横断
歩道を設置するため、歩行者が南へ通
過できるよう塀を撤去
� 200万円

いかしの舎西側公園整備事業
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3月定例会　採決状況 ○賛成　×反対　�「欠」欠席　　　議長（福田　健）は採決に加わらない。

他、議案は全会一致で可決。

議　案

小
池
　
宏
治

平
岡
　
　
守

佐
藤
　
政
文

佐
藤
　
智
広

古
田
　
敬
司

松
森
　
京
子

真
鍋
　
和
崇

佐
藤
　
眞
治

浅
沼
　
一
徳

議決結果
(賛成：反対)

議案第6号
早島町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決（８：１）

議案第7号
早島町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業等の利用者負担額に関する条例の一部
を改正する条例について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決（８：１）

議案第24号
平成30年度早島町一般会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決（８：１）

3月定例議会概要

Ｑ　
ま
ち
づ
く
り
構
想（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）策

定
事
業
に
３
２
４
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
基

本
構
想
が
あ
る
な
か
で
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

Ａ　
国
の
地
方
創
生
で
求
め
ら
れ
て
お
り
、
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｑ　
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
の
内

容
は
。

Ａ　
去
年
調
査
委
託
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
庁
舎
、

空
調
設
備
の
更
新
。

Ｑ　
地
域
公
共
交
通
利
用
促
進
事
業
の
計
画
策
定

の
内
容
は
。

Ａ　
駅
利
用
促
進
に
向
け
て
、現
在
２
，３
６
２
人

／
日
利
用
。
３
，
０
０
０
人
に
向
け
て
平
成
30
年

度
内
に
検
討
に
着
手
。

Ｑ　
農
業
用
施
設
整
備
事
業
に
1
億
３
，
６
０
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
。

Ａ　
平
成
27
年
度
に
行
っ
た
雨
水
解
析
を
基
に
新

た
に
樋
門
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
町
中
心
部
の
浸

水
被
害
を
軽
減
す
る
。
又
、老
朽
た
め
池（
尾
越
池
）

の
堤
防
補
強
を
行
う
。

Ｑ　
国
民
健
康
保
険
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
の
取
り

組
み
状
況
は
。

Ａ　
平
成
29
年
度
未
受
診
者（
１
，
５
１
８
人
）に

対
し
、
電
話
、
は
が
き
対
応
実
施
し
、
１
０
０
名
が

受
診
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

�

　
主
な
質
疑
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護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・�

早
島
町
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
平
成
29
年
度一般
会
計
補
正
予
算

２
０
３
５
万
4
千
円
を
追
加
し
総
額
を

46
億
７
２
７
５
万
円
と
す
る

◆�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

３
７
８
５
万
9
千
円
を
減
額
し
総
額
を

17
億
２
４
１
２
万
4
千
円
と
す
る

◆�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算

９
３
５
万
9
千
円
を
追
加
し
総
額
1
億

７
１
５
８
万
8
千
円
と
す
る

◆
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

定
）補
正
予
算

７
５
２
万
円
を
追
加
し
11
億
１
２
８
３

万
8
千
円
と
す
る

◆
そ
の
他
の
議
案

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

・�
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
の
施
行

・
早
島
町
道
路
線
の
認
定

・
早
島
町
道
路
線
の
変
更

◆
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

・�

早
島
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

・
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

早
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・�

早
島
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
等
の
利
用
者

負
担
額
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・�

早
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

早
島
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・�
早
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・�

早
島
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・�

早
島
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・�

早
島
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

　
平
成
30
年
3
月
定
例
会
は
3
月
5
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
、
条
例
改
正
、
各
補
正
予
算
な
ど
31

議
案
が
上
程
さ
れ
、
早
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

早
島
町
特
定
教
育
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
等
の
利
用
者
負
担
額

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛

成
多
数
で
、
ほ
か
28
議
案
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

予
算
総
額
85
億
９
０
５
万
円

一 般 会 計 47億8,100万円（前年度比�106.5％）

特 別 会 計 28億8,791万円（前年度比�100.6％）

公 営 企 業 会 計 8億4,014万円（前年度比�104.8％）

合　計 85億  905万円（前年度比�104.3％）

予算規模
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総務厚生常任委員会

歳
入

Ｑ　
ふ
る
さ
と
納
税
の
歳
入
減
は
。　

A　
返
戻
金
の
見
込
み
が
な
く
な
っ
た

こ
と
と
商
品
券
の
扱
い
を
や
め
た
た
め
。

Ｑ　
今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

考
え
は
。

A　
30
年
度
に
検
討
委
員
会
で
議
論
す

る
。歳

出

Ｑ　
総
務
管
理
費
、
作
成
委
託
料
の
減

額
は
。

A　
交
通
マ
ッ
プ
を
作
製
予
定
だ
っ
た

が
岡
山
県
で
実
施
す
る
事
業
が
重
な
っ

た
た
め
。

Ｑ　
商
工
費
、商
工
団
体
等
の
減
額
は
。

A　
予
算
50
万
円
を
取
っ
て
い
た
が
事

業
が
少
な
か
っ
た
た
め
。

Ｑ　
商
工
団
体
等
の
事
業
費
補
助
金
２

分
の
１
は
使
い
づ
ら
い
。

A　
事
業
費
の
半
分
ベ
ー
ス
で
お
願
い

し
た
い
。

◆�

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
そ
の
他
の
12
議
案
は
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

◆�

早
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

Ｑ　
加
入
者
は
何
人
い
る
の
か
。

A　
約
２
，６
０
０
人
。

Ｑ　
早
島
町
は
国
保
税
が
高
い
が
、
解

決
策
は
な
い
の
か
。

A　
給
付
費
が
減
少
し
な
い
限
り
難
し

い
。

◆�

早
島
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
等
の
利

用
者
負
担
額
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　
今
後
、
待
機
児
童
の
解
消
は
ど
う

す
る
の
か
。

A　
現
在
10
人
の
新
し
い
保
育
士
の
確

保
は
で
き
て
い
る
が
待
機
児
童
の
解
消

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
検
討
会
議

で
議
論
し
保
育
園
と
と
も
に
解
消
に
努

め
て
い
く
。

Ｑ　
早
島
町
は
人
口
増
を
見
込
ん
で
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
待
機
児
童
が
ふ
え
る

可
能
性
が
あ
る
。
今
後
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
は
。

A　
今
後
の
計
画
等
担
当
課
長
に
指
示

し
て
い
る
。

Ｑ　
早
急
に
次
の
手
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

A　
子
ど
も
子
育
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

Ｑ　
４
歳
児
無
償
化
、
待
機
児
童
関
係

に
つ
い
て
議
会
に
説
明
す
べ
き
。

A　
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

Ｑ　

早
島
町
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高

さ
、
子
育
て
の
し
や
す
い
町
を
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
で
は
。

A　
住
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
町

を
目
指
す
。

◆�

平
成
29
年
度
早
島
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
８
号
）

4
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
案
を

全
員
一
致
で
可
決 

【
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
】

議
案
審
議
の
主
な
も
の
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◆�

早
島
町一般
会
計
補
正
予
算（
第
8

号
）に
つ
い
て

Ｑ　

小
学
校
費
の
工
事
請
負
費
は
何

か
。

Ａ　
小
学
校
女
子
ト
イ
レ
洋
式
化
に
か

か
る
工
事
費
用
。

Ｑ　
小
学
校
費
、
中
学
校
費
増
額
の
内

容
は
。

Ａ　
就
学
援
助
世
帯
に
対
す
る
新
入
学

学
用
品
費

◆�

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
4

号
）に
つ
い
て

Ｑ　
増
額
補
正
の
内
容
は
。

Ａ　
無
津
交
差
点
地
下
、
水
道
管
修
繕

工
事
の
消
費
税
確
保
に
よ
る
補
正
。

建設文教常任委員会

◆�

早
島
町
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

Ｑ　
利
用
届
け
出
は
こ
れ
か
ら
も
必
要

な
の
か
。

Ａ　
届
け
出
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。

Ｑ　

ト
ラ
ブ
ル
等
の
発
生
を
懸
念
す

る
。

Ａ　
今
年
度
試
行
を
行
っ
て
き
た
が
特

に
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
。

Ｑ　
管
理
体
制
は
。

Ａ　
委
託
す
る
補
助
金
交
付
団
体
に
毎

日
管
理
を
依
頼
し
て
お
り
、
繁
忙
期
の

巡
回
も
依
頼
を
お
願
い
す
る
。

早
島
町
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
の 

キ
ャ
ン
プ
施
設
の
利
用
料
が
無
料
に

 

【
建
設
文
教
常
任
委
員
会
】

議
案
審
議
の
主
な
も
の

◆�

そ
の
他　

早
島
町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
、
早
島
町
道
路
線
の
変
更

に
つ
い
て
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）
に
つ
い

て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。
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【
Ａ
グ
ル
ー
プ
】�

◎
テ
ー
マ　
子
ど
も
子
育
て

●
問
題
・�

課
題

　
・�

自
然
体
験
の
減
少

　
・�

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
有
る
公
園
が
ほ
し

い

　
・�

雨
の
日
で
も
遊
べ
る
室
内
の
遊
び
場

が
ほ
し
い

●
改
善
策（
案
）

　
・�

複
合
施
設
を
作
る

　
・
ゆ
る
び
の
舎
の
学
習
フ
ロ
ア
の
拡
張

　
・
雨
の
日
も
含
め
遊
び
方
を
学
ぶ

　
・�

ど
の
世
代
も
集
ま
れ
る
公
園
づ
く
り

施
設
づ
く
り
、
子
育
て
世
代
を
巻
き

込
ん
で
の
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

【
Ｂ
グ
ル
ー
プ
】�

◎
テ
ー
マ　
高
齢
者
福
祉

●
問
題
・�

課
題

　
・�

早
島

↔

中
庄
移
動
困
離

　
・�

バ
ス
停
が
遠
く
買
い
物
、
私
用
に
困

難

　
・
免
許
証
の
返
納
時
帰
宅
困
難

　
・
近
く
に
お
店
が
な
い

　
・
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
が
多
い

　
・
将
来
の
年
金
が
心
配

●
改
善
策（
案
）

　
・�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
停
留
所
を

増
や
す
。（
２
〜
３
倍
に
増
や
す
）

　
・�

10
年
後
ス
マ
ホ
に
よ
る
運
行
管
理

（
Wi
─Fi
を
み
ん
な
に
配
布
し
て
現
在

地
を
知
ら
せ
て
送
迎
し
て
も
ら
う
）

　
・�

免
許
証
返
納
時
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
発
券

　
・
宅
配
の
充
実

　
・
コ
ン
ビ
ニ
を
多
く
作
る（
公
設
で
）

　
・
定
期
的
に
家
庭
訪
問
す
る

　
・�

近
場
で
、
い
つ
で
も
お
茶
が
飲
め
る

場
所
を
作
る

　
・
各
地
区
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
作
る

　
・�

高
齢
化
社
会
に
な
る
の
で
、
頼
る
ば

か
り
で
な
く
自
助
努
力
を
す
る

　
・�

健
康
に
気
を
付
け
て
、
外
出
、
運
動

を
し
、
自
分
た
ち
で
健
康
寿
命
を
延

ば
す

　
・
町
の
、こ
ろ
ば
ん
塾
を
活
用
す
る

　
・
若
者
の
た
め
に
元
気
な
早
島
に
す
る

　
・
今
の
生
活
に
感
謝
し
て
生
き
て
い
く

【
Ｃ
グ
ル
ー
プ
】�

◎
テ
ー
マ　

�

自
治
会
活
動
と�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
問
題
・�

課
題

　
自
治
会
活
動

　
・�

高
齢
化
の
問
題

　
・
後
継
者
不
足
の
問
題

　
・
活
動
へ
の
理
解
・
協
力
不
足
の
問
題

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
・
活
動
の
理
解
と
Ｐ
Ｒ
不
足

●
改
善
策（
案
）

　
自
治
会
活
動

　
・�

組
織
編
成
の
見
直
し

　
・
自
治
会
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

参加いただきました皆様ありがとうございました。
早島町議会は去年に引き続き第2回目のワークショップを開催いたしました。
今回のワークショップでは「あなたが描く10年先の早島」をテーマに20名の方が参加し
　Ａグループ：子ども子育て（子育てや教育、保育に関すること）
　Ｂグループ：高齢者福祉（医療や介護、福祉に関すること）
　Ｃグループ：自治会活動とボランティア（地域での活動やボランティアに関すること）
　Ｄグループ：産業・地域振興（商工業、地域産業の振興や観光に関すること）
の4グループに分かれて問題・課題の発掘から改善策について各グループ内で熱心に討議
をしていただきました。

あなたが描く10年先の早島と題し
ワークショップを実施

議会報告会を開催
平成29年度

開催日時　平成30年３月25日（日）13時30分〜15時30分　開催場所　ゆるびの舎２階研修室
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・�

他
の
自
治
体
の
活
動
を
知
る
。
ノ
ウ

ハ
ウ
の
共
有
化

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
・�

窓
口
を
一
本
化
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
説
明
と
要
請

【
Ｄ
グ
ル
ー
プ
】�

◎
テ
ー
マ　
産
業
・
地
域
振
興

●
問
題
・�

課
題

　
・
早
島
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
町

　
・�

早
島
と
し
て
他
の
地
に
誇
れ
る
も
の

が
明
確
で
な
い

　
・
町
お
こ
し
事
業
が
は
っ
き
り
し
な
い

　
・
交
通
関
係
に
問
題
あ
り

　
・
特
に
駅
の
利
便
性
が
悪
い

　
・
早
島
駅
南
の
土
地
開
発

　
・�

コ
ン
ビ
ニ
等
の
施
設
が
町
南
部
に

偏
っ
て
い
る

　
・�

早
島
の
住
環
境
を
生
か
し
た
地
域
振

興

●
改
善
策（
案
）

　
・�

町
の
強
み
と
弱
み
を
あ
ぶ
り
だ
す

　
・�

小
中
一
貫
教
育
の
教
育
環
境
の
良
さ

の
Ｐ
Ｒ

　
・
早
島
の
特
徴
あ
る
食
べ
物
を
考
え
る

　
・
駅
に
無
料
の
駐
車
場
を
作
る

　
・
バ
ス
の
運
行
本
数
を
増
や
す

　
・�

2
号
線
北
に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

を
誘
致
す
る

　
・
電
動
自
転
車
の
リ
ー
ス
を
す
る

　
・
北
部
に
役
場
の
分
室
を
作
る

・�今回のワークショップをいかしてほしい。
・�このような機会をもっと多くして住民の
ニーズを知ってほしい。また婦人会、老人
会、子供会も含めたワークショップも良い。
・�日々の活動ありがとうございます。地道な
活動が将来の早島を支えると思います。
・�開催日は日曜で構わないが時期を考慮して
ほしかった。
・開催時間について、夕方を希望する。
・�待機児童の件、無償化より待機ゼロを優先
すべき。
・�平成30年4月の入園希望者が410名であっ
た。平成27年3月の予測では407名だった
はずだが今までどんな対策をしたのか。
・もう少し多人数の参加を。
・町民の生の声をどんどん取り入れてほしい。

・�社会福祉協議会と包括支援センターは合体
して１つの組織でやるべきだ。
・報告会に集まる人数が少なすぎる。
・�この会合のパンフレットに主催：早島町議
会の旨を明記されてはいかがか。（事務局
云々の表現ではなく）
・�もっと若い人の参加を呼び掛けて集まって
ほしい。
・�今回参加してみて、議員さんが身近に感じ
た。
・�議会報告会は自治会ごとに開催し、住民の
意見を聞くべきである。議会がこのアンケー
トにどう対応するか不明である。
・�今回のようなワークショップは経験のある
人でないと進め方が難しい。議員さん10名
で実施したことがありますか。

今回2回目のワークショップ実施では議会から4つのテーマを提案し、それぞれのテーブルで
活発な討議をしていただきました。
出されたご意見、改善策等は議員全員で共有し議会活動に活かしてまいります。

〔議会報告会　ワークショップについて〕

〔ご意見・ご要望のアンケート結果の抜粋〕

参加者アンケート結果

評価する
80%

評価しない
0% どちらとも

20%

よかった
75%

よくなかった
10%

どちらとも
15%

未回答
0%

50歳代
0%

60歳代
40%

30歳代
5%
40歳代
20%

報告会・ワークショップの評価ワークショップの内容年齢構成

70歳代
35%
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議会活動報告

子ども議会

平
成
30
年
１
月
〜
３
月

議
会
活
動
一
覧

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

地
方
自
治
功
労
者
表
彰

平
成
30
年
2
月
3
日（
土
）第
3
回
目
と
な
る
早
島
町
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。園
児
、

児
童
、生
徒
が
模
擬
議
会
を
体
験
す
る
こ
と
で
、町
政
を
身
近
に
感
じ
、地
方
自
治
の
姿
の
一
端

を
学
び
、
早
島
町
民
と
し
て
の
自
覚
と
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
ま
す
。
早
島
幼
稚
園
児
4
名
、

小
中
学
生
の
19
名
が
議
場
に
入
り
、
第
1
部
で
は
議
員
と
し
て
登
壇
し
、
当
局
に
対
し
質
問
・

提
案
を
行
い
、
第
2
部
で
は
町
執
行
部
の
立
場
で
答
弁
す
る
等
、
模
擬
議
会
を
体
験
し
ま
し
た
。

本
議
会
だ
よ
り
で
は
、第
2
部
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
致
し
ま
す
。

平
成
30
年
2
月
21
日
に
開
催
さ
れ

た
岡
山
県
町
村
議
会
議
長
会
総
会

に
お
い
て
、
福
田
議
長
に
全
国
町
村

議
会
議
長
会
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
振
興

発
展
に
寄
与
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ

た
も
の
で

す
。

平
成
29
年
11
月
17
日
、
小
池
議
員
に

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
地

方
自
治
功
労
者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
多
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
の
育
成
発
展
に

寄
与
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

問　
浅
沼
一
徳
議
員　
食
生
活
、
食

習
慣
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

答　
健
康
面
、
心
身
の
発
育
、
生
活
習

慣
な
ど
に
大
き
く
関
係
す
る
大
切
な
こ

と
で
す
。
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
つ
こ

と
を
心
が
け
、
健
康
委
員
を
中
心
に
、

呼
び
か
け
を
行
う
等
の
啓
発
活
動
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

　
自
分
自
身
が
意
識
し
て
、
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
を
し
て
残
さ

ず
食
べ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
一
番
大
切

だ
と
思
う
。

問　
平
岡
守
議
員　
今
後

早
島
町
内
に
あ
っ
た
ら
よ

い
と
思
う
店
、
ま
た
に
ぎ

わ
い
を
も
た
ら
す
店
は
ど

ん
な
店
だ
と
思
う
か
。

答　
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど

が
あ
れ
ば
良
い
。
ま
た
、
国

道
２
号
線
沿
い
に
休
憩
で
き

る
よ
う
な
道
の
駅
な
ど
の
施

設
が
あ
れ
ば
早
島
の
特
産
品

も
販
売
で
き
る
。

問　
松
森
京
子
議
員　
家
族
間
で
防

災
グ
ッ
ズ
・
備
蓄
の
必
要
性
等
、
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

答　
自
衛
隊
の
方
か
ら
、
防
災
講
話
を

受
け
た
。
家
庭
内
で
の
話
し
合
い
は
不
充

分
。
地
域
の
防
災
訓
練
参
加
者
が
少
な

い
と
感
じ
た
。

問　
真
鍋
和
崇
議
員　
部
活
動
以
外

の
放
課
後
の
生
徒
た
ち
の
居
場
所
は
あ

り
ま
す
か
。
部
活
動
に
つ
い
て
将
来
こ

う
変
わ
れ
ば
よ
い
、
ま
た
変

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
か
。
早
島
町
に
欲
し
い

施
設
は
ど
ん
な
施
設
で
す
か
。

答　
部
活
動
に
参
加
し
な
い
人

は
、
帰
宅
又
は
、
ゆ
る
び
の
舎

の
図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
。

学
校
は
、
門
限
が
あ
り
十
分
な

練
習
は
で
き
な
い
。
自
主
練
の

場
と
し
て
町
の
体
育
館
が
あ
れ

ば
う
れ
し
い
。

第
３
回 

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
　
　
【
１
月
】

７�

日�

成
人
式

14�

日�

倉
敷
市
消
防
出
初
式

21�

日�

早
島
町
消
防
団
出
初
式

　
　
　
【
２
月
】

３�

土�

子
ど
も
議
会

７�

水�

備
南
競
艇
事
業
組
合
議
会

13�

火�

農
業
委
員
会

21�

水�

議
長
会
定
期
総
会

22�

木�

議
会
運
営
委
員
会

22�

木�

全
員
協
議
会

27�

火�

全
員
協
議
会

　
　
　
【
３
月
】

５�

月�

３
月
定
例
会【
〜
19
日
】

12�

月�

農
業
委
員
会

13�

火�

早
島
中
学
校
卒
業
式

16�

金�

早
島
幼
稚
園
卒
業
式

17�

土�

か
ん
だ
保
育
園
卒
園
式

20�

火�

早
島
小
学
校
卒
業
式

22�

木�
�

議
員
勉
強
会（
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
）

23�
金�

早
島
保
育
園
卒
園
式

24�
土�
わ
か
み
や
保
育
園
卒
園
式

25�

日�
議
会
報
告
会

26�

月�

備
南
水
道
企
業
団
議
会

26�

月�

備
南
競
艇
事
業
組
合
議
会
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■�ここが聞きたい！�一般質問

答問
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助
金
の
見
直
し

を
求
め
る

広
い
意
味
で
の
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ

く

浅 沼 一 徳 議員

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て

問　
町
内
に
は
７
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
存
在
し
て
お
り
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
観
点
か
ら
も
そ
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の

方
々
に
は
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

る
。
少
年
団
の
中
に
は
、
中
国
大
会
や

全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
、
中
学
校
や
高
校
、
大
学

で
活
躍
す
る
よ
う
な
選
手
育
成
の
一
役

も
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
熱
心
な

指
導
に
は
感
謝
の
思
い
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
少

年
団
は
活
動
資
金
が
不
足
し
て
遠
征
や

試
合
参
加
費
な
ど
を
保
護
者
が
実
費
負

担
し
て
お
り
、
町
の
補
助
金
、
コ
カ
・

コ
ー
ラ
の
補
助
金
を
含
め
て
も
活
動
費

が
賄
い
き
れ
て
な
い
の
が
現
状
だ
。
少

年
団
に
対
す
る
支
援
の
見
直
し
を
求
め

る
。

答　
教
育
長　
町
か
ら
の
補
助
金
と
コ

カ
・
コ
ー
ラ
様
の
補
助
金
を
合
わ
せ
１

団
あ
た
り
約
30
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

熱
心
な
取
り
組
み
の
中
、
活
動
費
が
賄

い
き
れ
て
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
事
務
局
で
各
少
年
団
の
実
態
を
把

握
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
少
年

団
の
皆
様
に
は
、
今
一
度
活
動
費
の
遣

い
方
等
に
つ
い
て
、
後
援
会
の
皆
様
と

し
っ
か
り
話
し
合
っ
て
、
限
り
あ
る
活

動
費
が
最
大
限
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
共

に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

問　
他
市
町
村
に
は
な
い
取
り
組
み
で

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
少
年
団
後
援
会

は
年
に
１
度
決
算
を
行
い
、
１
年
の
予

算
案
を
立
て
、
保
護
者
総
会
が
行
わ
れ

て
い
る
。
町
の
少
年
団
で
あ
る
こ
と
に

添
っ
て
町
行
事
に
積
極
的
に
参
加
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
倉
敷
市
、
岡
山
市
、
岡
山
県
へ

出
て
戦
い
、
早
島
の
素
晴
ら
し
い
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と

に
よ
り
他
チ
ー
ム
か
ら
の
試
合
や
遠
征

の
誘
い
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
少
年
団

の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た

コ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
早
島
の
子
ど
も

の
た
め
に
無
償
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
子

ど
も
た
ち
の
指
導
を
担
っ
て
い
る
。

　
少
年
団
は
連
盟
に
登
録
し
て
あ
り
試

合
に
付
随
す
る
懇
親
会
費
や
コ
ー
チ
登

録
料
な
ど
が
発
生
し
、
団
費
で
は
賄
い

き
れ
ず
指
導
者
に
実
費
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
る
の
が
現
状
だ
。
指
導

者
へ
の
補
助
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答　
町
長　
全
体
の
補
助
金
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

が
行
財
政
改
革
が
叫
ば
れ
て
折
、
気
持

ち
は
理
解
す
る
。
少
年
団
の
皆
様
の
活

動
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
の

も
よ
く
見
聞
き
し
て
い
る
。
今
す
ぐ
ど

う
こ
う
と
い
う
答
え
は
で
き
か
ね
る

が
、
広
い
意
味
で
の
検
討
を
す
る
。

問　
本
町
の
教
員
不
祥
事
発
生
件
数

及
び
被
害
者
件
数
は
。

答　
教
育
長　
未
然
防
止
に
向
け
教
職

員
一
人
一
人
の
服
務
規
律
を
徹
底
し
、

教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
自
覚
が
高

揚
す
る
よ
う
継
続
的
な
研
修
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
本
町
の
教
員
不
祥
事
発
生

件
数
及
び
被
害
者
件
数
に
つ
い
て
は
な

い
。

問　
教
員
の
不
祥
事
が
後
を
絶
え
ず
、

不
祥
事
防
止
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
す
る
が
被
害
防
止
の
た
め
教
員
へ

の
指
導
及
び
対
策
は
。

答　
教
育
長　
13
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
た
不
祥
事
防
止
の
校
内
研
修
を
計

画
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
校
園
長

会
や
教
頭
会
で
効
果
的
な
研
修
の
在
り

方
や
学
校
の
状
況
等
に
つ
い
て
随
時
共

通
理
解
を
図
っ
て
い
る
。
不
祥
事
は
起

こ
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
を
持
ち
、

心
に
響
く
校
内
研
修
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
仕
事
の
や
り
が
い
が
感
じ
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
、
教
職
員
へ
の
目
配

り
や
声
か
け
な
ど
も
含
め
学
校
と
一
体

と
な
っ
て
不
祥
事
防
止
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

被
害
防
止
の
た
め
教
員
へ
の
指
導

及
び
対
策
に
つ
い
て

教
員
不
祥
事
対
策
に
つ
い
て
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佐 藤 眞 治 議員

問　
小
学
校
前
の
塀
の
改
修
に
つ
い

て
、
町
長
は
「
良
好
な
景
観
の
維
持
を

考
え
30
年
度
中
に
は
修
繕
を
行
う
」
と

言
っ
た
が
、
30
年
度
の
当
初
予
算
に
組

み
こ
ま
れ
て
い
な
い
。
早
く
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。
優
先
事
業
に
は
な
ら

な
い
の
か
。

答　
町
長　
主
要
事
業
説
明
書
に
は
掲

載
し
て
な
い
が
、
30
年
度
で
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
工
事
請
負
費
で
は
な
く

修
繕
と
い
う
こ
と
で
行
う
。

問　
29
年
９
月
議
会
で
教
育
長
は
、

「
中
央
公
民
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
有

識
者
を
含
め
た
会
を
設
け
、
30
年
度
末

に
は
中
央
公
民
館
の
施
設
や
運
営
、
将

来
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
提
言
を
い
た

だ
く
予
定
」
と
い
わ
れ
た
が
状
況
は
。

答　
教
育
長　
〝
早
島
町
公
民
館
モ
デ

ル
検
討
懇
談
会
〟
を
組
織
し
、
３
回
の

懇
談
会
を
終
え
た
と
こ
ろ
。
県
内
の
公

民
館
５
館
の
資
料
を
も
と
に
最
近
の
公

民
館
の
全
体
像
を
把
握
し
た
。
玉
島
公

民
館
と
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
視
察

し
、
役
割
や
機
能
、
主
催
講
座
や
管
理

運
営
等
研
修
し
た
。
第
３
回
懇
談
会
で

は
総
社
市
東
公
民
館
と
東
小
学
校
を
視

察
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
学
童
保
育
と

の
連
携
や
地
域
社
会
と
の
連
携
、
主
催

講
座
や
自
主
講
座
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
。

　
公
民
館
に
は
、
自
主
的
な
学
習
活
動

を
支
援
す
る
集
う
役
割
、
生
涯
学
習
の

中
核
施
設
と
し
て
の
学
ぶ
役
割
、
世
代

を
超
え
た
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

の
結
ぶ
役
割
の
３
つ
の
役
割
が
あ
る
。

子
ど
も
か
ら
勤
労
世
代
、
高
齢
者
ま
で

地
域
の
方
が
気
軽
に
集
い
、
学
び
、
つ

な
が
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
目
指
し

て
検
討
を
し
て
い
く
。

要
望
　
庁
舎
を
含
め
早
島
町
の
中
心
で

核
と
な
る
べ
き
建
物
で
あ
る
の
で
期
待

す
る
。

問　
舟
本
・
弁
財
天
両
排
水
機
場
は
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
た
め
別
ル
ー
ト
か
ら

の
送
電
が
必
要
で
あ
る
。
早
急
に
検
討

す
る
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
改
修
は
さ

れ
た
の
か
。

答　
副
町
長　
２
系
統
か
ら
の
送
電
で

は
、
電
気
事
業
者
へ
の
負
担
金
が
ふ
え

る
。
岡
山
県
に
委
託
し
機
能
診
断
や
保

全
計
画
の
策
定
を
し
た
。
設
備
の
健
全
性

確
保
に
は
相
当
の
費
用
と
年
月
が
必
要
。

　
排
水
機
場
は
防
災
の
生
命
線
と
も
い

え
る
設
備
で
あ
り
、
早
急
な
対
処
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
老
朽
化
対
策
等

を
優
先
的
に
実
施
し
、
別
ル
ー
ト
に
よ

る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
早
島
町
の
必
要
備
蓄
量
５
８
０
０

食
に
つ
い
て
、
新
し
い
物
へ
の
交
換
や

増
量
は
、
計
画
的
に
進
ん
で
い
る
の
か

答　
副
町
長　
28
年
で
は
２
２
０
０
食

を
備
蓄
。
現
在
は
３
４
６
７
食
と
な
っ

て
お
り
、
飲
料
水
は
５
０
０
ml
で
２
０

４
４
本
。
30
年
度
に
は
ア
ル
フ
ァ
米
８

０
０
食
、
パ
ン
２
４
０
食
、
飲
料
水
８

４
０
本
を
購
入
予
定
。
備
蓄
目
標
の
達

成
に
向
け
計
画
的
に
購
入
し
て
い
る
。

問　
久
々
原
駅
の
利
便
性
の
向
上
、

周
辺
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
目
的

と
し
て
、
29
年
度
の
整
備
関
係
費
と
し

て
、
予
算
が
組
ま
れ
て
い
た
が
、
い
ま

だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答　
副
町
長　
29
年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
西
日

本
岡
山
支
社
と
最
初
の
協
議
を
し
た
。

そ
の
後
２
回
協
議
し
、
Ｊ
Ｒ
と
土
地

使
用
貸
借
契
約
を
11
月
２
日
に
締
結
。

業
者
と
の
工
事
契
約
が
30
年
１
月
31

日
、
Ｊ
Ｒ
と
の
工
事
着
手
前
協
議
が
２

月
28
日
に
行
わ
れ
た
。
設
置
場
所
が

久
々
原
駅
構
内
と
な
っ
た
た
め
、
土
地

の
借
地
や
施
工
す
る
上
で
の
安
全
管
理

な
ど
、
相
当
の
協
議
を
行
っ
た
た
め
時

間
を
要
し
た
。
年
度
内
に
は
設
置
が
で

き
４
月
早
々
に
は
供
用
開
始
の
予
定
。

問答
中
央
公
民
館
の
建
て
直
し
を
含
め
、

今
後
の〝
公
民
館
の
形
は
〟

公
民
館
に
は
３
つ
の
役
割
が
あ
る
。
集

い
、
学
び
、つ
な
が
る
施
設
を
目
指
す

4月から供用開始予定の久々原駅のトイレ

景
観
形
成
事
業
に
関
し
て

早
島
町
地
域
防
災
計
画
に
関
し
て

中
央
公
民
館
の
今
後
を
問
う

小
学
校
前
の
塀
の
改
修
を
問
う

久
々
原
駅
の
ト
イ
レ
は
い
ま
だ
設

置
さ
れ
て
い
な
い

災
害
時
の
備
蓄
の
増
量
を
問
う

２
ポ
ン
プ
場
の
設
備
を
問
う
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問　
Ｊ
Ｒ
早
島
駅
か
ら
役
場
周
辺
の

新
定
住
地
区
の
整
備
は
、
生
活
の
場
と

し
て
の
魅
力
を
維
持
す
る
た
め
に
も

定
住
促
進
地
区
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
良
い
施
策
だ
。
魅
力
あ
る
住
み

よ
い
ま
ち
に
す
る
に
は
、
生
活
利
便
性

を
向
上
す
る
と
の
目
的
の
も
と
都
市
機

能
を
適
正
に
配
置
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
町
長
も
発
言
し
て
い
る
。
し
か

し
、
現
実
に
目
を
向
け
る
と
早
島
駅
周

辺
に
売
店
や
食
堂
が
な
い
な
ど
の
実
情

で
、
ど
う
や
っ
て
子
育
て
世
代
や
高
齢

者
が
歩
い
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
生
活
空

間
の
形
成
が
目
指
せ
る
の
か
。
早
島
駅

周
辺
に
は
駐
車
場
も
少
な
く
、
駅
前
の

駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い
の
場
合
は
、
役
場

に
車
を
止
め
て
歩
い
て
い
る
の
が
現
状

だ
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
町
の
活
性
化

は
ど
の
よ
う
に
で
き
る
の
か
。

　

平
成
28
年
３
月
の
早
島
町
定
住
促

進
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
ま
ち
の
将

来
像
を
「
や
さ
し
さ
と
希
望
に
み
ち
た

ま
ち�

早
島
」
と�

定
め
、
５
つ
の
基
本

目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は

じ
め
ま
す
と
あ
る
。「
早
島
町
人
口�

ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
け
る
将
来
人
口
の
推
計

で
は
、
戦
略
的
な
定
住
促
進
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
平
成
72（
２
０
６
０
）

年
に
は
１
０
，
８
７
９
人
に
ま
で
減
少

す
る
見
通
し
だ
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

町
の
現
実
と
を
対
比
し
て
考
え
て
み
る

と
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
の
か
。
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
な
の
で
は
な
い
か
。
活
力
の

あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
人
口
増

の
た
め
の
施
策
は
か
か
せ
な
い
。
狭
い

早
島
町
の
土
地
を
有
効
活
用
し
て
、
人

口
増
を
図
る
た
め
に
も
建
物
の
高
さ
制

限
の
緩
和
は
必
要
不
可
欠
の
施
策
で
あ

る
。

答　
町
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や

生
活
環
境
の
充
実
を
図
り
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に
転
換
す

る
必
要
が
あ
る
。
立
地
適
正
化
計
画
の

中
で
、
都
市
再
生
協
議
会
で
早
島
町
都

市
構
造
再
生
計
画
を
策
定
中
。
早
島

駅
を
中
心
拠
点
に
だ
れ
も
が
充
実
し
豊

か
な
暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
町
を
目
標

に
、
居
住
を
誘
導
す
る
区
域
や
都
市
機

能
を
誘
導
す
る
区
域
を
定
め
る
。
早
島

駅
前
の
規
制
緩
和
に
向
け
た
景
観
計
画

の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
検
討

す
る
。
計
画
自
体
は
平
成
30
年
度
の
半

ば
に
つ
く
り
た
い
。

問　
今
現
在
の
現
状
は
、
主
要
水
路
の

整
備
を
農
業
基
盤
整
備
と
浸
水
対
策
の

両
面
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
岡
山

県
に
も
、
汐
入
川
改
修
を
要
望
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
施
策
は
何
よ
り
も
生
活
に
直
結

す
る
問
題
と
し
て
早
急
な
る
実
現
を
求

め
る
も
の
だ
。
大
雨
に
よ
る
町
内
に
流

入
す
る
雨
水
は
汐
入
川
に
流
す
以
外
排

水
経
路
の
な
い
早
島
町
で
は
、
大
雨
に

よ
る
浸
水
被
害
が
た
び
た
び
発
生
し
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
今
ま
で
浸
水
し
て

い
な
い
地
区
で
も
浸
水
し
た
と
い
う
現

実
も
あ
る
。
田
ん
ぼ
の
宅
地
化
に
よ
る

内
水
氾
濫
や
町
内
に
大
き
な
た
め
池
が

な
い
の
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
大

雨
の
時
に
、
水
を
一
時
的
に
蓄
え
る
大

き
な
た
め
池
が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、

た
め
池
を
作
る
資
金
も
土
地
も
残
念
な

が
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま

え
、
自
然
災
害
対
策
の
早
急
な
る
実
施

は
、町
の
緊
急
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

答　
町
長　
町
と
し
て
は
、
汐
入
川
の

改
修
が
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
は

必
要
不
可
欠
な
施
策
だ
。
平
成
30
年

度
で
弁
才
天
の
大
川
に
流
出
系
統
を
分

離
す
る
目
的
で
樋
門
の
設
置
を
行
う
。

JR早島駅前

新しい樋門設置予定地

問答
Ｊ
Ｒ
早
島
駅
か
ら
役
場
周
辺
の
新
定

住
地
区
の
整
備
を
問
う

都
市
構
造
再
編
計
画
の
完
成
に
向
け
て

努
力
中

佐 藤 政 文 議員

主
要
水
路
改
修
と
大
雨
対
策
に
つ

い
て
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問　
イ
ベ
ン
ト
時
の
後
援
依
頼
は
町

と
教
育
委
員
会
で
は
、
後
援
名
義
使
用

申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
内
容
が
あ
ま
り
に
も
多
く
複
雑
で

あ
る
、
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
は
町
民
主
体

で
町
自
体
も
限
り
な
く
内
容
に
つ
い
て

は
理
解
を
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

申
請
内
容
が
多
く
複
雑
な
こ
と
か
ら
簡

素
化
を
お
願
い
し
た
い
。

答　
町
長　
早
島
町
共
催
及
び
後
援
名

義
の
使
用
承
認
に
係
る
要
綱
に
基
づ
き

事
務
処
理
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
あ
る
程
度
の
活
動
内
容
が
わ
か

る
も
の
で
な
い
と
判
断
が
で
き
な
い
中

で
規
則
を
決
め
基
準
の
中
で
や
っ
て
い

る
。

問　
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
は
本
来
早
島
町

が
実
施
す
べ
き
も
の
を
町
民
有
志
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
運
営
を
実
施
し
て
い
る
町
民

の
方
々
の
負
担
軽
減
は
、
先
ほ
ど
の
後

援
申
請
書
に
限
ら
ず
必
要
と
感
じ
て
お

り
、
さ
く
ら
祭
り
に
つ
い
て
は
一
部
、

ま
ち
づ
く
り
企
画
課
の
職
員
に
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
他
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
協
力
が
な
い
。
是
非
も
う
少
し
協

力
の
範
囲
の
拡
大
を
お
願
い
し
た
い
。

　
現
在
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
メ

ン
バ
ー
は
高
齢
化
し
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
５
年
、
10
年
先
の
実
施
が
で

き
な
い
と
危
惧
し
て
い
る
の
で
負
担
軽

減
、
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

答　
町
長　
事
業
目
的
に
合
っ
た
、
総

合
的
な
支
援
と
い
う
こ
と
で
担
当
課
に

話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
中
学
校
の
修
学
旅
行
は
平
成
22
年

度
か
ら
民
泊
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

理
由
、
メ
リ
ッ
ト
、
民
泊
先
で
の
作
業

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
教
育
長　
民
泊
で
は
農
林
漁
業
者

の
家
庭
で
地
域
の
風
習
や
芸
能
を
体
験

す
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
泊
先
で
家
業

を
手
伝
い
、
地
域
の
良
さ
や
家
庭
の
温

か
さ
を
体
感
し
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
を

感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
ま
た

危
機
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
そ
し
て
事
故
等
が
発
生
し
た
時

の
監
督
責
任
は
誰
が
負
う
の
か
。

答　
教
育
長　
緊
急
時
は
学
校
が
旅
行

会
社
と
民
泊
企
画
会
社
と
連
携
を
取
り

対
応
。
監
督
責
任
は
全
て
に
あ
る
と
思

う
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
感
じ
て
い

な
い
。

問　
先
生
は
ホ
テ
ル
泊
、
生
徒
は
民
泊

と
離
れ
て
お
り
引
率
の
解
放
感
に
よ
り

教
師
の
飲
酒
が
万
が
一
に
あ
る
と
、
危

機
管
理
に
徹
し
て
い
な
い
と
思
う
が
。

ま
た
民
泊
先
で
の
危
険
性
、
例
え
ば
隠

し
カ
メ
ラ
の
設
置
等
、
女
子
生
徒
の
保

護
者
は
危
惧
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
認
識
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
教
育
長　
引
率
す
る
教
員
は
、
一

切
飲
酒
は
で
き
な
い
。
ま
た
生
徒
を
受

け
入
れ
る
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
り
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
個
人
情
報
管
理
へ
の

記
載
も
あ
り
、
隠
し
カ
メ
ラ
の
被
害
も

な
い
と
聞
い
て
い
る
。
も
し
改
善
点
が

あ
れ
ば
旅
行
会
社
を
介
し
、
民
泊
企
画

会
社
に
伝
え
改
善
し
て
い
く
。

問　
例
え
ば
食
事
は
家
庭
料
理
と
思

う
が
、
家
庭
に
よ
り
多
種
多
様
。
そ
の

内
容
が
平
等
性
に
欠
け
る
の
で
な
い
の

か
、
ま
た
食
中
毒
発
生
の
可
能
性
も
懸

念
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
費
用
は
７
万
円
。
民
泊
利
用
な

の
に
高
い
。
民
泊
先
で
は
条
件
が
異
な

る
こ
と
、
経
験
を
さ
れ
た
卒
業
生
、
保

護
者
間
で
は
、
同
じ
費
用
な
の
に
平
等

性
に
欠
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

答　
教
育
長　
民
泊
先
に
よ
っ
て
は
体

験
内
容
や
食
事
が
違
う
の
は
当
然
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
学
び
貴
重
な
体
験
と
な
っ
て

い
る
。

平 岡　守 議員

問答
中
学
校
修
学
旅
行
の
問
題
点
を
問
う

改
善
点
が
あ
れ
ば
旅
行
会
社
を
介
し
、

民
泊
企
画
会
社
に
伝
え
改
善
す
る

イ
ベ
ン
ト
時
、
町
か
ら
の
負
担
軽

減
、
協
力
に
つ
い
て

早島中学校

さくらまつり・イベント会場
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問答
保
育
料
無
償
化
で
待
機
児
問
題
は
ま

す
ま
す
深
刻
に
な
る

（
待
機
児
問
題
は
）イ
タ
チ
ご
っ
こ
。
人

が
集
ま
る
と
こ
ろ
の
宿
命
だ

真 鍋 和 崇 議員

問　
職
員
が
十
分
な
知
識
が
な
い
ま
ま

担
当
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
研
修

等
知
識
の
習
得
機
会
の
確
保
を
。

　
ま
た
、
障
害
の
状
況
に
よ
っ
て
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
（
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
）
の
作
成
を
求
め
る
。

答　
町
長　
研
修
会
へ
の
参
加
と
と
も

に
、
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
行
き
勉
強
さ
せ

た
い
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
近
隣
自
治
体
を
参

考
に
、
時
間
は
か
か
る
が
検
討
す
る
。

要
望
　
そ
の
た
め
に
も
適
切
な
人
員
配

置
を
求
め
る
。

問　
新
年
度
も
保
留
児
15
人
（
待
機
児

８
人
を
含
む
）
が
入
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。（
詳
細
・
別
表
）

　
町
・
園
の
努
力
に
は
感
謝
す
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
解
消
さ
せ
て
い
く
の

か
。

答　
町
長　
検
討
会

議
で
意
見
を
も
ら
い

な
が
ら
検
討
す
る
。

問　
緊
急
事
態
だ

と
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
町
長
は
こ
れ
ま
で
無
償
化
を
「
待

機
児
童
問
題
が
解
決
す
れ
ば
、
財
政
状

況
を
見
て
段
階
的
に
取
り
く
む
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
整
合
性
が
と
れ
な
い
。

答　
町
長　
待
機
児
解
消
と
保
育
料
無

償
化
は
車
の
両
輪
。
一
刻
の
猶
予
も
な

い
。

問　
本
会
議
で
町
長
は
「
少
子
化
の

中
、
早
島
に
若
い
人
に
来
て
も
ら
い
た

い
」
と
答
弁
し
た
。
お
店
で
大
売
り
出

し
セ
ー
ル
の
広
告
を
出
し
、
お
客
さ
ん

を
呼
び
込
ん
だ
。
し
か
し
商
品
は
売
り

切
れ
。
そ
ん
な
町
で
よ
い
の
か
。

答　
町
長　
（
待
機
児
解
消
を
）
や
ら

な
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

問　
（
無
償
化
を
）
待
機
児
童
問
題
が

未
解
決
先
の
ま
ま
進
め
る
と
待
機
児
が

も
っ
と
ふ
え
る
。
問
題
だ
。

　
そ
し
て
待
機
児
解
消
の
プ
ロ
セ
ス
も

財
政
根
拠
も
議
会
に
は
一
切
説
明
が
な

い
。
町
長
は
委
員
会
で
「
個
々
の
議
員

に
説
明
し
た
」
と
答
弁
し
た
。
な
ぜ
議

会
全
体
に
図
ら
な
い
の
か
。

答　
町
長　
（
明
確
な
答
弁
な
し
）

問�

一
本
釣
り
す
る
よ
う
な
話
で
は
な

い
。
議
会
軽
視
だ
。
そ
し
て
こ
れ
で
は

ま
す
ま
す
待
機
児
問
題
が
深
刻
に
な
り

か
ね
な
い
。
今
す
ぐ
中
止
を
。

問　
２
月
の
交
付
件
数
を
問
う
。

答　
町
長　
４
件
。
今
後
ふ
え
る
と
思

う
。

問　
１
万
２
千
人
の
町
民
の
方
の
う

ち
、
交
付
に
必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
者
数
は
１
０
３
４
人

だ
。

　
企
業
で
も
公
共
で
も
費
用
対
効
果
の

検
証
が
必
要
。
事
業
が
大
半
の
町
民
の

公
益
に
つ
な
が
る
の
か
。
費
用
対
効
果

の
検
証
を
行
っ
た
か
。

答　
町
長　
国
は
平
成
31
年
度
ま
で
導

入
経
費
及
び
運
用
経
費
の
２
分
の
１
を

特
別
交
付
税
で
措
置
す
る
こ
と
を
約
束

し
た
。

問　
平
成
29
年
度
は
７
３
０
万
円
、
30

年
度
は
約
６
５
０
万
円
の
経
費
。
年
間

コ
ス
ト
は
約
４
５
０
万
円
だ
。
単
純
計

算
で
２
月
は
１
人
原
価
10
万
円
の
証
明

書
と
な
る
。

　
町
長
は
所
信
表
明
で
「
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
経
営
を
目
指
し
、
限
ら
れ
た

資
源
の
中
で
町
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
各

種
施
策
を
的
確
に
進
め
る
」「
不
要
不

急
な
事
業
の
見
直
し
や
、
経
費
の
削
減

に
努
め
る
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
ま

さ
に
不
要
不
急
の
事
業
で
は
な
い
か
。

問　
町
長
は
北
部
地
域
の
企
業
進
出

に
伴
う
住
環
境
の
変
化
に
、
ど
ん
な
課

題
を
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
町
長　
流
通
施
設
の
進
出
だ
。
周

辺
住
民
の
環
境
維
持
や
特
に
通
学
路
の

安
全
確
保
は
大
変
重
要
な
問
題
と
な

る
。

　
現
在
住
ん
で
い
る
方
へ
の
環
境
整
備

は
認
識
し
て
い
る
。
政
策
を
進
め
る
。

住
民
に
寄
り
添
っ
た
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を

保
育
園
の
待
機
児
解
消
を
子
育
て

施
策
の
最
重
点
課
題
に保育園児 保留児

（待機児）
29年
４月 382人 18人

（9人）
30年
４月 410人 15人

（8人）

保
育
料
無
償
化
は
今
す
べ
き
政
策
か

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
直
ち
に
中
止
を

町
北
部
の
住
環
境
の
維
持
・
向
上
を

障がい者ガイドブック
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い
か
。

答　
町
長　
サ
ロ
ン
活
動
を
各
地
区
に

浸
透
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
今
の

や
り
方
が
い
い
の
か
ど
う
か
検
証
し
て

い
く
。

問　
今
年
１
月
26
日
に
早
島
中
学
校

２
年
生
が
企
画
し
、
町
お
こ
し
、
地
域

活
性
化
に
向
け
て
開
催
し
た
早
島
イ
草

ラ
ケ
ッ
ト
卓
球
大
会
に
１
５
２
人
が
参

加
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

　
町
長
も
所
信
で
こ
の
大
会
を
県
内
外

の
方
々
や
留
学
生
に
も
参
加
を
募
町
民

同
士
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
本

町
の
発
信
に
つ
な
げ
た
い
と
述
べ
て
い

る
。

　
ま
た
、
つ
く
ぼ
商
工
会
は
こ
の
花
ご

ざ
ピ
ン
ポ
ン
用
具
を
商
品
化
し
、
今
年

の
４
月
か
ら
販
売
を
予
定
し
て
い
る
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
切
り
口
に
早
島
町

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
絶
好
の
好

機
と
考
え
る
。
今
後
、
町
主
催
行
事
と

し
て
取
り
組
む
の
か
。

答　
町
長　
今
回
の
大
会
を
出
発
点
と

し
て
こ
れ
を
県
大
会
に
育
て
て
い
き
、

早
島
町
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
商
工
観
光
の
活
性
化
を
図

り
、
早
島
を
人
と
の
交
流
が
あ
ふ
れ
る

元
気
な
町
に
し
て
い
き
た
い
。

答　
教
育
長　
町
と
し
て
早
島
イ
草
ラ

ケ
ッ
ト
卓
球
大
会
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
等
で
県
内
外
に
広
報
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
大
会
運
営
に
つ
い
て
は
卓
球
の
ル
ー

ル
等
も
含
め
、
町
内
卓
球
ク
ラ
ブ
の

方
々
に
も
相
談
し
、
大
会
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
つ
く
ぼ
商
工
会
や
観
光
協

会
も
含
め
た
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
当
日
の
会
場
で
は
早
島
花
ご

ざ
ピ
ン
ポ
ン
用
具
の
販
売
や
観
光
情
報

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置
し
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
早
島
町
の
魅
力
発
信
で
き
る

場
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　
早
島
町
高
齢
者
等
つ
ど
い
事
業

支
援
金
交
付
要
綱
で
週
１
回
以
上
開

催
す
る
団
体
に
対
し
て
年
額
３
万
円
、

一
方
早
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
奨
励
金

交
付
要
綱
は
月
１
回
以
上
開
催
す
る
団

体
に
対
し
て
２
万
円
を
支
給
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
要
綱
の
目
的
、
差
異
は

何
か
。
同
じ
で
あ
れ
ば
事
務
的
業
務
を

一
本
化
し
業
務
の
一
元
管
理
を
図
り
、

効
率
化
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
と

高
齢
者
つ
ど
い
事
業
に
つ
い
て
介
護
予

防
と
い
う
同
様
の
目
的
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
両
方
と
も
地
域
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り

防
止
や
介
護
予
防
な
ど
住
民
参
加
に
よ

る
支
え
合
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
サ
ロ
ン
活
動
は

平
成
18
年
に
立
上
げ
、
た
ま
り
場
の
高

齢
者
つ
ど
い
事
業
は
平
成
29
年
10
月
か

ら
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
る
。

　
予
算
は
社
会
福
祉
協
議
会
は
共
同
募

金
等
の
独
自
財
源
を
活
用
し
、
町
の
た

ま
り
場
事
業
は
、
介
護
保
険
の
総
合
事

業
の
中
で
補
助
金
を
活
用
し
運
用
し
て

い
る
。

　
今
後
も
サ
ロ
ン
活
動
と
た
ま
り
場
事

業
は
並
行
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　
以
前
、
重
複
制
度
解
消
に
向
け
て

当
時
の
首
長
、
担
当
課
長
が
屋
上
屋
を

架
す
と
の
例
え
を
述
べ
て
い
た
が
、
今

回
の
件
も
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
事
業

内
容
で
あ
り
、
一
定
期
間
様
子
を
見
て

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
一
本
化
、
一

元
管
理
に
向
け
た
検
討
も
必
要
で
は
な

高齢者つどい事業

早島イ草ラケット卓球大会の様子

古 田 敬 司 議員

問答
事
業
の
一
元
管
理
を
図
り
、
業
務
の

効
率
化
を
す
べ
き

高
齢
者
つ
ど
い
事
業
を
浸
透
さ
せ
、
そ

の
中
で
検
証
す
る

早
島
イ
草
ラ
ケ
ッ
ト
卓
球
大
会
を
町

主
催
行
事
と
し
て
取
り
組
む
の
か
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こ
と
は
存
じ
て
い

る
。
本
町
は
人
工

内
耳
用
の
電
池
の

み
補
助
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
後
県
下
の
動

向
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

問　
今
年
度
の
子
ど
も
議
会
で
、
岡
山

は
自
然
災
害
が
少
な
い
た
め
、
ま
あ
大

丈
夫
と
い
う
気
持
ち
が
多
く
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
準
備
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
。
と
の
答
弁

を
い
た
だ
い
た
。

　
頭
の
中
で
理
解
し
て
も
、
実
際
地
域

の
防
災
訓
練
に
参
加
さ
れ
て
い
る
児
童

は
、
小
中
学
生
合
わ
せ
て
半
数
以
下
で

あ
り
防
災
教
育
の
強
化
が
必
要
と
考
え

る
。

　
学
校
の
行
事
な
ど
工
夫
し
て
、
地
域

の
防
災
訓
練
な
ど
に
も
参
加
す
る
意
識

を
持
つ
教
育
が
必
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
子
供
の
視
点
で
防
災
ノ
ー
ト
を

つ
く
る
こ
と
で
危
機
管
理
意
識
が
深
く

な
る
の
で
は
、
と
考
え
る
が
所
見
を
伺

う
。

答　
教
育
長　
安
全
教
育
の
一
環
と
し

て
防
災
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
必
要
な
知
識
や
能
力
な
ど
を
児
童
・

生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統
的
な
指
導
が

必
要
で
あ
る
。

　
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
防

災
教
育
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
不
可

欠
で
あ
り
、
今
後
も
進
め
て
い
く
。

　

防
災
ノ
ー
ト
は
、
早
島
町
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
学
校
の
授
業
に
も
活
用

し
、
来
年
度
の
地
域
防
災
訓
練
等
に

は
、
学
校
と
連
携
を
し
て
取
り
組
む
。

問　
実
際
に
地
震
を
体
験
さ
れ
た
方
か

ら
生
活
面
、
家
族
の
絆
、
命
の
大
切
さ

な
ど
、
生
の
声
を
子
供
た
ち
に
聞
か
せ

る
こ
と
は
、教
育
上
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
教
育
長　
直
接
体
験
さ
れ
た
方
の

お
話
を
聞
く
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
妊
婦
の
16
人
に
１
人
が
不
育
症
、

検
査
や
治
療
を
す
れ
ば
85
％
は
出
産
で

き
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
高
額
医
療
の
た
め
治
療
に
踏

み
込
め
ら
れ
ず
、
調
査
の
結
果
で
も
離

婚
を
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
夫
婦
関
係
に

も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
以
前
に
も
質
問
に
挙
げ
た
が
、
心
理

的
、
経
済
的
に
負
担
が
多
く
、
こ
れ
ら

の
問
題
は
い
ち
早
く
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
不
育
症
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
不
育
症
治
療

の
助
成
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
問

う
。

答　
町
長　
一
般
的
に
は
、
繰
り
返
す

流
産
や
死
産
、
新
生
児
死
亡
が
あ
れ
ば

不
育
症
と
診
断
さ
れ
、
精
神
的
、
身
体

的
、
社
会
的
に
も
大
き
な
負
担
が
あ

り
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
は
重
要
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
平
成
29
年
４
月
か
ら
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
不
育
症
は
専
門
性
や
個
別
性
が
必
要

な
相
談
で
あ
る
た
め
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
岡
山
県
不
妊
専
門

相
談
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　
子
供
を
望
む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を

考
え
る
と
大
変
な
も
の
が
あ
る
。

　
助
成
に
つ
い
て
は
実
施
に
向
け
て
検

討
す
る
。

問　
人
工
内
耳
は
現
在
、
世
界
で
最
も

普
及
し
て
い
る
人
工
臓
器
で
、
聴
覚
障

害
が
あ
り
、
補
聴
器
で
の
装
用
効
果
が

不
十
分
な
方
に
対
す
る
唯
一
の
聴
覚
獲

得
法
で
あ
る
。

　
し
か
し
耳
掛
け
式
の
ス
ピ
ー
チ
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
本
体
に
内
蔵
さ
れ
た
マ
イ
ク

ロ
ホ
ン
が
破
損
し
た
時
、
買
い
替
え

は
、
１
台
１
０
０
万
円
と
多
額
の
費
用

と
、
予
備
が
無
け
れ
ば
修
理
に
要
す
る

日
数
は
無
音
の
生
活
と
な
り
、
生
活
に

支
障
が
出
る
。

　
今
後
保
険
適
用
に
な
ら
な
い
体
外
機

器
買
い
替
え
や
修
理
に
対
し
て
の
助
成

に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

答　
町
長　
大
変
な
費
用
が
か
か
る

松 森 京 子 議員

問答
不
育
症
治
療
の
助
成
を
問
う

実
施
に
向
け
て
検
討
す
る

人
工
内
耳
の
支
援
を
求
む

防
災
教
育
の
強
化
を
求
む
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る
。
一
方
で
、
本
当
に
路
線
バ
ス
が
ベ

ス
ト
な
の
か
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
。

30
年
度
に
町
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

次
期
公
共
交
通
の
検
討
を
行
う
。

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
実
施
主
体
と

な
る
自
治
会
の
協
力
な
し
に
は
成
立
し

な
い
事
業
だ
。
今
後
、
自
治
会
・
行
政
連

絡
会
や
広
報
誌
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。

　

中
庄
ま
で
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

は
、
未
確
定
な
事
項
も
多
く
、
検
討
協

議
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
30
年
度
中

に
試
行
運
行
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　
総
社
市
の
完
全
予
約
型
で
乗
り

合
い
方
式
の
公
共
交
通
「
雪
舟
く
ん
」

の
早
島
町
版
は
検
討
で
き
な
い
の
か
。

答　
町
長　
総
社
市
の
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
も
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
方
法
が
早
島
町
に
と
っ

て
良
い
の
か
、
様
々
な
方
向
か
ら
検
討

す
る
。

問　
根
本
的
に
仕
事
の
内
容
を
見
直

し
し
て
、
生
産
性
を
高
め
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
す
べ
き
か

総
務
課
と
検
討
中
で
あ
る
、
と
述
べ
て

い
る
が
そ
の
成
果
、
若
し
く
は
何
ら
か

の
対
応
策
は
な
さ
れ
た
の
か
。

答　
町
長　
課
長
を
通
じ
、
全
職
員
に

文
書
で
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
お
願

い
し
た
。

◆�

会
議
時
間
の
短
縮
、
終
了
時
間
の
設

定
、
資
料
の
簡
素
化
。

◆�

既
存
事
務
の
見
直
し
、
事
務
事
業
の

統
廃
合
に
よ
る
業
務
改
善
。

◆�

担
当
事
務
に
対
す
る
意
識
改
革
と

し
て
、
そ
の
分
野
の
専
門
家
と
な
る

よ
う
研
修
へ
の
参
加
を
促
す
。

◆�

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
に
業

務
を
登
録
し
、
仕
事
と
時
間
の
見
え

る
化
を
図
り
、
時
間
内
で
の
事
務
執

行
を
。

◆�

整
理
整
頓
を
行
う
こ
と
で
、
無
駄
な

時
間
を
な
く
し
、20
時
退
庁
の
推
進
。

要
望　
遅
々
と
し
て
改
善
さ
れ
な
い
の

は
、
現
場
が
『
も
う
ど
う
に
も
な
ら

ぬ
』
と
訴
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

　
三
役
が
『
残
業
の
実
態
を
把
握
し
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
職

場
環
境
整
備
』
こ
れ
に
腰
を
据
え
て
真

剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問　
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
詳
細
に
つ

い
て
問
う
。
デ
ザ
イ
ン
、
枚
数
、
予
算

規
模
、
設
置
場
所
。
ま
た
こ
れ
に
よ
る

効
果
は
。

答　
町
長　
ま
ず
、
下
水
道
広
報
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
応
募
。
当
選
し
た
ら

既
存
デ
ザ
イ
ン
に
着
色
し
た
マ
ン
ホ
ー

ル
を
20
枚
製
作
し
、
歩
道
や
自
動
車
の

通
ら
な
い
場
所
の
も
の
と
交
換
す
る
。

カ
ー
ド
は
１
万
枚
作
成
。
こ
れ
を
無
料

で
配
布
す
る
。

答　
上
下
水
道
課
長　
カ
ー
ド
作
成
に

25
万
円
、
マ
ン
ホ
ー
ル
製
作
に
３
０
０

万
円
、
蓋
の
取
り
換
え
工
事
に
ｌ
５
０

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
ご
当
地
に
直

接
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
入
手
で
き
な
い

な
ど
、
他
の
自
治
体
の
配
布
実
態
か
ら

も
、観
光
活
性
化
に
役
立
つ
と
考
え
る
。

問　
目
的
に
適
し
た
手
段
で
自
在
に

移
動
で
き
る
よ
う
公
共
交
通
機
関
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
、
と
述
べ
て

い
た
が
、
運
行
か
ら
８
年
た
ち
経
年
劣

化
が
進
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
含

め
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
（
地
域
主
体

と
し
た
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
、
他
の
自
治
会
へ
の
水
平
展
開

は
で
き
な
い
の
か
）
や
中
庄
駅
ま
で
の

公
共
交
通
に
つ
い
て
の
今
後
の
運
用
・

運
行
方
針
を
問
う
。

答　
町
長　
持
続
可
能
な
移
動
手
段

の
確
保
は
、
福
祉
や
地
域
づ
く
り
な
ど

複
眼
的
な
視
点
で
検
討
す
べ
き
課
題

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
老
朽
化

が
激
し
く
、
故
障
頻
度
も
増
し
て
い

る
。
耐
用
年
数
を
鑑
み
る
と
少
な
く

と
も
31
年
度
末
に
は
更
新
時
期
と
な

次
期
公
共
交
通
の
検
討
を

職
員
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
で
観
光
活
性
化

佐 藤 智 広 議員

問答
町
内
公
共
交
通
機
関
の
今
後
の
運

用
・
運
行
方
針
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
含
め
早
島
町
の

次
期
公
共
交
通
を
検
討
す
る

早島町の次期公共交通はどう変わる
のか

働き方改革は、大きな課題。
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■�ここが聞きたい！�一般質問

小 池 宏 治 議員

つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

国
も
地
方
創
生
交
付
金
へ
の
申
請
支
援

で
職
員
を
派
遣
し
て
く
だ
さ
る
。
巡
回

制
度
や
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

文
化
財
の
保
護
と
活
用
の
両
立
に
変
換

へ
の
改
正
や
市
町
村
に
権
限
を
移
す
と

あ
る
。
国
は
地
方
創
生
の
お
金
を
有
効

に
活
用
し
、
地
域
経
済
が
回
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
町
長
の
お
考

え
は
。

答　
町
長　
私
も
地
域
の
お
金
は
地
域

で
回
し
た
い
。
地
元
は
そ
れ
な
り
の
歴

史
が
あ
っ
て
伝
統
も
あ
る
。
で
す
か
ら

町
内
の
方
々
が
町
内
で
消
費
を
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
意
識
も
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問　
公
約
で
お
示
し
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
い
ま
だ
進
捗
状
況
が
見
え
な
い
。

道
の
駅
は
現
在
全
国
で
約
１
１
０
０
ヶ

所
で
ま
だ
ふ
え
て
い
る
よ
う
だ
。
道
の

駅
は
国
の
重
要
課
題
の
１
つ
と
し
て
、

地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
、
物
産
品
な

ど
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
及
び
観
光
客

の
呼
び
込
み
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
道
の
駅
の
魅
力
の
１
つ
は
情
報
が

集
う
玄
関
で
あ
る
。
そ
し
て
魅
力
あ
る

拠
点
づ
く
り
、
さ
ら
に
災
害
を
想
定
し

て
も
活
用
で
き
る
。
観
光
の
目
的
に
も

な
る
。
本
町
は
特
に
人
・
物
・
情
報
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
も
の
す
ご
く
あ
る
の

を
な
ぜ
活
か
さ
な
い
の
か
。
も
っ
と
回

り
周
辺
を
巻
き
込
ん
で
議
論
し
て
は
ど

う
か
。

答　
町
長　
道
の
駅
な
の
か
、
何
ら
か

の
交
流
施
設
は
必
要
で
は
な
い
か
。

問　
町
長
は
岡
山
県
と
香
川
県
と
の
共

同
で
さ
れ
る
か
ら
、
町
独
自
は
必
要
が

な
い
と
こ
た
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
活
か
し
て
も
う
少
し
ス
ケ
ー
ル

を
大
き
く
考
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答　
町
長　
皆
が
決
め
た
こ
と
の
中
で

役
割
分
担
し
て
い
く
の
で
早
島
も
一
緒

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

問　
公
約
で
行
財
政
改
革
の
断
行
と

あ
り
総
合
計
画
で
は
、
経
営
収
支
比
率

の
減
少
と
あ
る
。
現
状
は
94
％
と
財
政

の
硬
直
化
が
ま
す
ま
す
進
む
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
い
て
い
る
。
前
町
長
が
厳

し
い
財
政
状
況
を
認
識
さ
れ
減
額
を
決

め
て
、
先
頭
に
立
っ
て
町
政
に
取
り
組

む
姿
勢
を
示
さ
れ
た
が
、
就
任
早
々
報

酬
を
元
に
戻
さ
れ
た
が
行
革
断
行
の
思

い
は
。

答　
町
長　
決
ま
っ
た
報
酬
は
い
た
だ

き
な
が
ら
、
そ
の
職
責
を
果
た
す
の
も

１
つ
の
考
え
方
。

問　
先
般
、
国
家
公
務
員
の
退
職
金
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
岡
山
県
も
知
事
を

始
め
役
職
６
人
の
給
与
カ
ッ
ト
が
続
け

ら
れ
て
い
て
、
職
員
の
退
職
手
当
も
国

家
公
務
員
に
準
じ
て
３
．
４
％
減
額
が

決
め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
ど
う
お

考
え
か
。

答　
町
長　
町
が
単
独
で
は
な
く
総
合

事
務
組
合
で
決
め
る
の
で
決
定
し
て
い

な
い
。

問　
商
業
・
観
光
の
活
性
化
を
地
域
資

源
の
保
全
活
用
と
い
う
こ
の
２
つ
に
つ

い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
町
長　
小
さ
い
な
が
ら
多
様
な
表

情
を
持
つ
早
島
の
今
と
昔
を
体
験
で
き

る
回
遊
型
の
町
を
形
成
に
そ
れ
ぞ
れ
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問　
今
は
地
方
創
生
へ
の
総
合
戦

略
・
観
光
戦
略
を
含
め
た
、
地
域
の
活

性
化
へ
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
が
、
所

信
表
明
の
中
に
地
方
創
生
関
係
に
対

す
る
企
画
等
の
内
容
が
少
な
く
感
じ
る

が
、
以
前
聞
い
た
と
こ
ろ
、
今
の
と
こ

ろ
本
町
に
は
そ
れ
ら
の
計
画
は
な
い
と

の
こ
と
。
町
長
は
こ
の
こ
と
を
ど
う
思

う
の
か
。

答　
町
長　
地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、

地
方
創
生
の
中
で
交
付
金
を
い
た
だ
く

事
業
の
展
開
ま
で
至
っ
て
な
く
、
現
状

は
そ
う
い
う
状
況
だ
。

問　
地
域
資
源
の
保
全
活
用
に
地
方

創
生
交
付
金
を
積
極
的
に
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
地
域
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
を

問答
厳
し
い
財
政
硬
直
化
の
中
で
、
な
ぜ

報
酬
を
元
に
戻
さ
れ
た
の
か

決
ま
っ
た
報
酬
は
い
た
だ
き
な
が
ら

そ
の
職
責
を
果
た
す
の
も
１
つ
の
考
え
方

商
業
・
観
光
の
活
性
化
を
問
う

道
の
駅
に
つ
い
て

瀬
戸
大
橋
開
通
30
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て

執行部と議会は２人３脚
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日
々
暖
か
く
な
り
、
寒
さ
に

耐
え
た
桜
も
美
し
く
咲
き
誇
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
散
り
ま
し
た
。

潔
い
姿
が
日
本
人
に
愛
さ
れ
て

い
る
所
以
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
新
一
年
生
が
真
新
し

い
大
き
め
の
制
服
に
身
を
包
み
、

希
望
に
満
ち
て
元
気
に
登
校
す

る
姿
が
頼
も
し
く
見
え
ま
す
。

　
3
月
25
日
の
議
会
報
告
会
に

は
多
く
の
町
民
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、「
あ
な
た
が
描
く
10

年
先
の
早
島
」
を
テ
ー
マ
に
活

発
な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ご
要
望
を
町
政
に
反

映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
議
員
一

同
、
こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
、
町
民
の
皆
様

と
共
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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①お住まいはどこですか？
②どんなお仕事をしていますか？
③�早島町のここが好き！�というところを
教えてください。

④町民の皆さんへ一言！

新入職員に
聞きました！

①�倉敷市出身で現在も倉敷に住んでいます。
②�建設農林課に所属しており、主に建築を
担当しております。業務は早島町の景観、
空家対策、施設維持修繕工事管理です。

③�早島町全域が見渡せることから、みはらし
の丘からの眺望が好きです。

④�安心してみなさまが暮らせるよう、施設修
繕管理及び景観、まちづくりのため日々
勉強し頑張りたいと思います。よろしくお
願いします。

建設農林課主任
高橋　健二
たかはし　けんじ

①�鳥取県境港市出身で、現在は倉敷市に住
んでいます。
②�まちづくり企画課で定住促進や公共交通
関係の仕事をしています。
③�子どもがたくさん遊べて、自然が満喫でき
るふれあいの森公園が好きです。

④�まだまだわからないことが多いですが、早
島町がより住みよく、希望に溢れたまちに
なるよう日々頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。

まちづくり企画課主任
松下　大輔
まつした　だいすけ

①�津山市出身で、この春から早島町に住ん
でいます。

②�まちづくり企画課で定住促進や地域振興
などに関する仕事をしています。
③�休日に子どもたちの元気に遊ぶ声が、い
ろんな場所で聞こえてくるところです。

④�町民のみなさんと共により良いまちづくり
ができればと思っています。よろしくお願
いします。

まちづくり企画課主事
山林　英果
やまばやし　あやか

①�倉敷市出身で、現在も倉敷市より通勤して
います。

②�健康福祉課で保健師をしています。担当
は母子保健です。

③�沿線ののどかな田園風景が好きです。周
辺で野鳥の姿が見られるところも好きで、
先日はカワセミを見つけ、その美しさに感
動しました。

④�わからないことだらけではありますが、少
しでも早く仕事を覚えて子どもたちをはじ
め、町民の皆様が安心して暮らせる町づく
りに貢献したいと思っています。どうぞよ
ろしくお願いします。

健康福祉課技師
石井　美帆
いしい　みほ

①�岡山市出身で、現在も市内に住んでいます。
②�建設農林課（兼　上下水道課）に所属し
ております。道路、水路等の計画・設計
業務から工事の監督業務まで一連の建設
業務に携わっています。

③�桜や森林が満喫できるふれあいの森公園
が好きです。

④�分からないことばかりですが、安心して暮
らせるまちづくりに向けて頑張っていきた
いと思います。よろしくお願いします。

建設農林課技師�
西山　徳正
にしやま　のりまさ

①�早島町出身で、現在も町内に住んでいます。
②�建設農林課に所属しています。道路や橋
梁等の新設及び改良に関することや公園
や緑地の維持管理に関することなどを担
当しています。

③�早島公園の満開の桜が好きです。
④�まだまだ分からないことが多く、覚えるこ
ともたくさんありますが、早く仕事に慣れて
自分が育った早島町をよりよい町にしてい
きたいと思います。よろしくお願いします。

建設農林課技師
田淵　友貴
たぶち　ゆうき

①�鳥取市出身です。現在は倉敷市に住んで
います。
②�生涯学習課です。住民の方に様々な学び
をしていただけるよう、施設の管理や活動
のサポートをしていきます。

③�緑豊かな田園風景が好きです。風が心地
よいです。

④�仕事をいち早く覚え住みやすい町づくりに
貢献するとともに、早島で生まれ育ったと
思われるほど早島のことを勉強していきた
いです。よろしくお願いいたします。

生涯学習課主事
前川　拓哉
まえかわ　たくや


